（例）検査済証がない物件の建築士からの一筆
赤文字は消してご利用ください。
令和〇年〇月〇日

（指定申請する法人）　殿
　　↑（建築士から指定申請事業者に対する文書として作成）


建築基準法上の考察結果について

建築場所　　青森市〇〇一丁目〇〇番〇〇号　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　

建築時期　　昭和〇〇年新築　延べ面積　〇〇〇㎡　　　　　　　　　　　　　　　　　 

増築している場合　　昭和〇〇年増築　延べ面積　既存〇〇〇㎡+増築〇〇㎡＝〇〇〇㎡　　　　　

（確認済証がない場合の記載例）
本建築物は、新築として昭和〇〇年に確認申請し、建築されている。

（確認済証はあるが、検査済証がない場合の例）
本建築物は、新築として昭和〇〇年〇月〇日に確認済証を取得し、建築されている。

※適宜、増築されたこと等についても触れていただければ、より丁寧です。

上記の内容について、現況は確認済証と同様の建物であることが目視などから確認でき、
新築（増築）当時の建築基準法に合致した状態のまま、現在に至るものと判断する。
障害福祉サービス等の利用者が通所するにあたり、通風・採光等に問題はなく、
今後の利用に耐えられないほど老朽化している点は見受けられない。
　　　　　　　　↑（下線部２カ所は必ず触れていただきたいポイントです）
※内容について、良い部分は書き加えてもらって問題ありません。
（耐震基準にも適合している、リフォームして強固になった、など）


〇〇建築事務所　　　　　　　　　
〇級建築士　　〇〇〇　〇〇　　印
↑１級でも２級でも可　　　　　↑
[bookmark: _GoBack]書類の性質上押印必須です

